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換

編

林

政

は

じ

め

に

こ
の
一
年
、
林
業
・
林
政
界
は
荒
れ
に
荒
れ
た
。
合
板
関
税
問
題
で

挟
め
、
次
は
水
源
税
、
そ
し
て
円
高
で
関
税
ど
こ
ろ
で
な
い
イ
ン
パ
ク

ト
を
受
け
、
そ
の
直
接
、
間
接
の
影
響
が
ど
の
程
度
か
計
り
か
ね
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
の
動
き
の
一
方
、
林
政
論
と

い
う
べ
き
さ
ま
ざ
ま
の
団
体
か
ら
の
提
言
が
相
次
い
だ
。
昨
年
の
半
年

報
で
は
「
資
源
政
策
か
ら
の
転
換
」
と
題
し
、
そ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か

の
提
言
を
紹
介
し
林
政
転
換
の
方
向
を
探
っ
た
が
、
こ
の
一
年
の
問
に

林
政
審
議
会
専
門
委
員
会
の
中
間
報
告
が
出
さ
れ
、
林
政
審
の
本
報
告

や
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
公
表
を
控
え
て
、
現
実
的
な
政
策
転

換
の
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
さ
き
ご
ろ
公
表
さ
れ
た
林
業
白

書
も
そ
の
方
向
に
沿
い
論
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ
れ
ら
提

言
、
白
書
を
紹
介
し
、
若
干
の
論
評
を
加
え
て
み
た
い
。
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報
告
の
槙
言
ほ
、

一
、
森
林
整
備
方
針
の
転
換
、
二
、

木
材
需
要
の

拡
大
と
木
材
産
業
の
体
質
改
善
、
三
、
林
業
経
営
の
活
性
化
、
四
、
山

村
の
振
興
と
森
林
の
総
合
的
利
用
の
促
進
の
四
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る

が
、

一
、
で
は
①
複
層
林
の
造
成
、
天
然
林
施
業
の
重
視
及
び
広
葉
樹

林
の
よ
り
積
極
的
な
造
成
、
②
自
然
保
護
を
よ
り
重
視
し
た
森
林
施
業

の
推
進
、
③
森
林
の
総
合
的
利
用
の
観
点
か
ら
林
地
の
立
地
条
件
に
応

じ
た
多
様
な
森
林
の
整
備
、
④
木
材
供
給
力
を
平
準
化
す
る
た
め
の
伐

採
年
齢
の
多
様
化
、
長
期
化
等
を
踏
ま
え
て
森
林
整
備
方
針
の
転
換
を

図
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
費
用
の
負
担
方
法
と
し
て
①
分
収

林
制
度
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
活
用
の
働
き
か
け
、
②
森
林
レ
グ

リ
エ

l
シ
ョ
ン
等
森
林
利
用
の
質
を
高
め
る
に
当
た
っ
て
の
協
力
費
の

拠
出
、
③
下
流
域
の
費
用
負
担
基
金
の
設
立
、
④
森
林
や
各
種
林
間
施

設
の
利
用
に
関
す
る
会
員
制
度
の
整
備
充
実
等
の
推
進
を
あ
げ
、
水
源

税
の
創
設
の
早
急
な
検
討
を
提
案
し
て
い
る
。

林
業
経
営
の
活
性
化
に
関
し
て
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
地
域
林
業
の

形
成
策
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
森
林
経
営
の
型
と
し
て
林
業
主
業

型
、
農
林
複
合
型
、
資
産
保
持
型
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営

実
態
に
応
じ
て
、
積
極
的
な
林
業
投
資
の
促
進
、
森
林
施
業
の
集
団
化

等
の
施
策
を
展
開
し
、
林
業
経
営
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
。

ま
た
、
森
林
組
合
、
素
材
生
産
業
者
な
ど
担
い
手
育
成
強
化
に
よ
り
地

域
一
体
と
な
っ
て
、
林
業
の
活
性
化
、
効
率
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
し
て
い
る
。
森
林
の
維
持
管
理
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
市
町

福?

島左

康手

言己t

林山

林
政
審
専
門
委
員
会
中
間
報
告

今
後
の
森
林
・
林
業
及
び
木
材
産
業
の
長
期
展
望
と
林
政
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
、
林
政
審
議
会
は
赤
井
英
夫
鹿
大
教
授
ら
十
三
人
か
ら
成

る
専
門
委
員
会
に
検
討
を
委
嘱
し
た
。
「
森
林
の
危
機
克
服
に
向
け
て
」

と
題
す
る
そ
の
中
間
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
、
武
田
林
政
審
会
長
は
、
森

林
・
林
業
、
木
材
産
業
の
直
面
す
る
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
広
く
国
民

の
理
解
を
求
め
る
た
め
に
、
ま
た
、
政
府
が
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
際

の
参
考
に
な
る
と
し
て
、
首
相
と
農
林
水
産
大
臣
に
昨
年
八
月
は
じ
め

そ
れ
を
報
告
し
た
。

中
間
報
告
の
第
一
の
特
徴
は
、
基
本
認
識
と
し
て
「
国
産
材
時
代
」
を

現
実
の
も
の
と
す
る
課
題
に
加
え
て
、
そ
の
表
題
が
一
示
す
よ
う
に
「
文

化
・
教
育
面
で
の
機
能
を
含
め
た
森
林
の
公
益
的
機
能
そ
し
て
多
様
な

木
材
需
要
に
対
応
し
得
る
森
林
を
育
て
る
」
森
林
政
策
の
強
調
だ
ろ
う
。
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村
や
企
業
に
よ
る
林
地
取
得
の
促
進
、
銀
行
等
金
融
機
関
応
対
す
毛
森

林
信
託
の
促
進
の
検
討
を
、
関
連
し
て
提
言
し
て
い
る
あ
た
り
注
目
さ

れ
よ
う
。
そ
し
て
相
続
税
制
の
抜
本
的
な
改
善
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

山
村
振
興
に
つ
い
て
は
と
れ
ま
で
の
対
策
に
加
え
、
流
域
圏
を
ベ
ー

ス
に
し
た
広
域
的
な
地
域
構
想
の
下
に
各
種
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す

る
。
林
業
活
性
化
の
た
め
に
、
森
林
を
総
合
的
に
利
用
す
る
聞
か
れ
た

林
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
散
策
道
、
林
間

教
育
施
設
等
を
適
切
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
利
用
目
的
に
応
じ
た
多

様
な
森
林
を
整
備
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
報
告
を
受
け
る
形
で
自
民
党
や
林
野
庁
の
動
き
が
活
発
化
、
顕

在
化
し
、
い
く
つ
か
の
提
案
に
関
し
、
具
体
化
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

事
項
は
少
く
な
い
。
六
十
一
年
度
林
野
関
係
予
算
新
規
事
項
に
都
市
住

民
の
森
林
総
合
利
用
促
進
と
森
林
事
つ
く
り
参
画
の
た
め
の
幹
線
道
路
、

駐
車
場
、
作
業
道
、
歩
道
、
軽
架
線
、
避
難
小
屋
、
修
景
施
業
な
ど
行

う
森
林
空
間
利
用
促
進
対
策
事
業
(
一
一
三
九
百
万
円
)
、

ニ
ー
ズ
に
従

っ
て
多
様
な
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
を
整
備
す
る
た
め
の
森
林
計
画
制

度
手
法
の
開
発
調
査
(
一
三
百
万
円
)
、
広
葉
樹
林
整
備
事
業
(
五
五

八
百
万
円
)
等
が
み
ら
れ
る
。

水
源
税
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
検
討
に
対
し
て
内
容
の
み
な
ら
ず
そ

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
林
政
審
委
員
の
河
毛
王
子
製
紙
社
長
が
審
議
会

で
強
い
疑
義
と
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
日
本
製
紙
連
合
も
反
対
の
意
向
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を
表
明
し
た
。
建
設
省
が
ダ
ム
建
設
や
河
川
環
境
整
備
な
ど
治
水
事
業

の
財
源
と
し
て
「
流
水
占
用
料
」
構
想
を
出
す
な
ど
の
か
ら
み
も
あ

り
、
結
局
六
十
一
年
度
は
見
送
り
に
な
り
、
自
民
党
税
制
調
査
会
で
の

検
討
案
件
と
な
っ
て
い
る
。

六
十
年
度
林
業
白
書
の
公
表

四
月
に
公
表
さ
れ
た
本
年
度
白
書
は
、
右
の
中
間
報
告
に
一
ホ
さ
れ
た

施
策
の
新
し
い
方
向
、
森
林
整
備
方
針
の
転
換
、
森
林
の
総
合
的
利
用

の
促
進
の
二
点
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
技
術
問
題
を
含
め
敷

え
ん
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
費
用
負
担
の
問
題
を
含
め
、
森
林
整

備
に
国
民
参
加
の
手
法
を
検
討
す
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
。
本
年
度

白
書
の
特
徴
を
示
す
章
は
第
一
章
で
あ
る
。
そ
れ
を
中
心
に
み
て
み
よ

よ
ノ
。

伝
え
、
森
林
を
維
持
造
成
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

森
林
は
ま
た
、
林
産
物
を
繰
り
返
し
て
収
穫
で
き
る
パ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
宝
庫
で
あ
り
、
パ
イ
オ
マ
ヌ
変
換
技
術
を
活
用
し
て
木
材
か
ら
ア

ル
コ
ー
ル
、
薬
品
、
炭
素
繊
維
、
飼
料
等
を
生
産
す
る
た
め
の
研
究
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
細
胞
融
合
、
組
織
培
養
等
の
パ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
林
木
や
食
用
き
の
こ
な
ど
の
新
品
種
の

創
出
、
優
良
苗
の
短
期
大
量
増
殖
を
図
っ
て
い
く
と
と
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
、
植
物
や
微
生
物
の
遺
伝
子
プ

1
ル
と
し
て
の
森
林
に
深
い

関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。
森
林
は
国
民
生
活
に
明
る
い
希
望
を
も
た
ら

す
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

適
切
に
守
り
育
て
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
我
が
国
の
森
林
は
年
々
蓄
積
を
増
加
さ
せ
て
い
る

が
、
一

千
万
泊
の
人
工
林
の
大
部
分
が
い
ま
だ
成
育
途
上
に
あ
り
、
間

伐
実
施
面
積
は
緊
急
に
間
伐
が
必
要
な
年
平
均
面
積
四

O
万
M
の
六
割

の
水
準
に
留
ま
っ
て
い
て
、
良
質
な
木
材
の
生
産
に
支
障
を
来
す
ば
か

り
で
な
く
、
表
土
の
流
出
、
土
砂
崩
壊
ほ
か
自
然
諸
害
を
起
し
や
す
く

な
る
。
天
然
林
の
中
に
も
、
疎
林
化
し
た
り
、
根
系
の
発
達
が
十
分
で

な
い
た
め
、
機
能
が
低
下
し
、
林
地
荒
廃
を
引
き
起
す
お
そ
れ
の
あ
る

森
林
が
み
ら
れ
る
。

経
済
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、
節
の
あ
る
材
が
情
緒
あ
ふ
れ
る
内
装

材
と
し
て
好
ま
れ
る
な
ど
木
材
需
要
も
多
様
化
し
て
お
り
、
多
種
多
様

な
木
材
を
供
給
す
る
森
林
の
整
備
、
国
土
保
全
、
水
資
源
か
ん
養
機
能

林山 ・

人
は
森
林
と
多
様
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た
が
、
近
年
、
安
全
で

快
適
な
国
民
生
活
を
維
持
す
る
上
で
森
林
が
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
と

の
認
識
が
深
ま
り
、
国
民
は
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
を
望
む
よ
う
に
な
り
、

野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
文
化
的
、
教
育
的
H
森
林
体
験
H

な
ど
人

間
性
回
復
の
場
と
し
て
森
林
を
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
木
材
需
要
に
つ
い
て
も
本
物
志
向
等
を
背
景
と

し
て
有
機
質
建
築
材
料
を
使
用
す
る
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
木
に
つ
い
て

の
日
本
人
の
潜
在
的
需
要
や
し
好
を
的
確
に
と
ら
え
、
木
材
を
消
費
者

の
ニ

l
ズ
に
あ
っ
た
様
式
の
住
宅
、
内
装
材
等
へ
積
極
的
に
利
用
し
、

木
材
の
需
要
を
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
が
古
く
か
ら
の
「
木
の
文
化
」
を
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の
高
度
、発
揮
、
議
林
の
文
化
的
、
教
育
的
利
用
に
対
す
る
要
請
の
高
ま

り
、
都
市
緑
地
と
し
て
の
都
市
及
び
近
郊
林
の
保
全
整
備
な
ど
、
森
林

に
対
す
る
要
請
は
多
様
化
し
、
そ
の
整
備
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
は

高
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
に
決
定
さ
れ
た
国
土
利
用
計
画
で
も
、

前
計
画
に
も
増
し
て
森
林
の
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
の
森
林
整
備
の
方
向
と
そ
の
課
題

以
上
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
対
し
て
、
林
業
経
営
を
巡
る
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
森
林
を
適
正
に
管
理
し
、
そ
の
有
す
る
諸
機
能
を
高
度
に

発
揮
す
る
森
林
に
整
備
す
る
た
め
、
各
種
の
森
林

・
林
業
施
策
を
総
合

的
に
実
施
し
て
林
業
生
産
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
森
林
所

有
者
自
ら
が
人
工
林
の
整
備
・
充
実
と
天
然
林
施
業
の
積
極
的
展
開
及

び
こ
れ
ら
の
技
術
の
定
着
化
等
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
努
力
を
重
ね

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
森
林
整
備
の
た
め
森
林

の
思
恵
を
享
受
す
る
国
民
の
参
加
に
よ
る
森
林
ゃ
つ
く
り
の
推
進
が
重

要
、
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
方
向
に
沿
っ
た
実
績
を
示
す
事
例
を
踏
ま
え
、
森
林
整
備
に

向
け
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
そ
の
対
応
方
向
を
三
つ
に
分
け
て
述
べ
て

い
る
。

即
ち
、

H
国
民
の
多
様
な
要
請
に
こ
た
え
た
森
林
の
整
備
|
|

人
工
林
の
整
備
、
充
実
と
天
然
林
施
業
の
積
極
的
な
展
開
、
複
層
林
造

成
。
若
齢
林
に
偏

っ
た
「
団
塊
」
を
形
成
し
て
い

る
森
林
の
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
伐
採
年
齢
の
多
様
化
、
長
期
化
に
よ
る
国
産
材
供
給
力

の
平
準
化
。
広
葉
樹
林
の
部
分
的
な
植
栽
を
含
む
天
然
林
施
業
の
積
極
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的
な
推
進
、
針
葉
樹
造
林
の
際
壱
用
広
葉
樹
保
残
に
ぷ
る
針
広
混
変
林

の
育
成
、
立
地
条
件
に
応
じ
て
森
林
施
業
の
集
約
度
を
変
え
て
ゆ
く
こ

と
の
配
慮
。
森
林
の
文
化
的
、
教
育
的
利
用
に
対
す
る
要
請
に
と
た
え

て
、
H
見
る
森
林
H

、
H
遊
ぶ
森
林
u
、
H
思
索
す
る
森
林
H

、
H
住
む

森
林
H

の
整
備
、
道
路
、
遊
歩
道
、
休
憩
所
、
滞
在
施
設
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

林山

同
林
業
経
営
の
効
率
化
に
よ
る
森
林
の
整
備
|

|
林
道
の
整
備
、
林

業
事
業
体
の
育
成
強
化
。
団
地
共
同
森
林
施
業
計
画
制
度
の
活
用
、
森

林
施
業
の
委
託
文
は
請
負
わ
せ
の
促
進
に
よ
る
施
業
の
集
団
化
、
協
業

化
。
林
業
労
働
力
の
広
域
的
な
流
動
化
に
よ
る
就
、
労
の
計
画
化
、
長
期

化
な
ど
就
労
条
件
の
改
善
、
雇
用
母
体
と
な
る
林
業
事
業
体
、
森
林
組

合
の
育
成
強
化
、

林
業
機
械
の
開
発
、
普
及
に
よ
る
労
働
強
度
の
軽

減
、
高
度
な
技
能
を
も
ち
多
様
な
作
業
に
従
事
す
る
就
業
者
の
育
成
。

担
い
手
確
保
の
た
め
の
農
林
複
合
経
営
の
推
進
、
地
域
産
業
の
振
興
、

生
活
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

同
国
民
の
参
加
に
よ
る
森
林
の
整
備
|
|
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林

を
国
民
が
一
休
と
な
っ
て
整
備
。
造
林
、
間
伐
等
森
林
整
備
に
対
す
る

施
策
の
充
実
と
森
林
開
発
公
団
、
森
林
整
備
法
人
な
ど
公
的
機
関
に
よ

る
森
林
整
備
の
促
進
。
分
収
林
設
置
や
森
林
整
備
の
た
め
の
基
金
設
立

に
よ
る
費
用
分
担
の
動
き
の
助
長
、
都
市
近
郊
で
の
市
民
に
よ
る
森
林

造
成
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
、
森
林
の
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
の
促

進
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
森
林
の
消
長
が
文
明
の
消
長
に
つ
な
が
る
も
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の
で
あ
り
、
森
林
の
整
備
に
広
く
国
民
の
理
解
を
求
め
、
国
民
参
加
に

よ
る
森
林
整
備
や
そ
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討

を
深
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
章
を
こ
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

我
が
国
の
林
業
は
、
天
然
林
の
伐
採
搬
出
、
吉
野
式
の
集
約
な
人
工

造
林
の
二
本
立
て
で
進
ん
で
き
た
。
戦
後
そ
れ
ら
の
テ
ン
ポ
が
著
し
く

早
め
ら
れ
た
。
普
及
技
術
と
し
て
一
般
に
伝
播
し
た
人
工
林
施
業
モ
デ

ル
は
針
葉
樹
の
一
斉
造
林
、
短
伐
期
皆
伐
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。

戦
後
造
林
木
は
現
在
、
国
の
間
伐
対
策
事
業
の
対
象
と
な
り
保
育
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
前
期
の
造
林
木
は
間
伐
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、

事
実
上
伐
期
が
多
様
化
し
、
延
長
さ
れ
て
き
て
い
る
。
い
ま
、
経
済
状
勢

の
変
化
に
対
応
し
て
技
術
開
発
を
進
め
、
意
識
的
科
学
的
に
樹
種
や
施

業
モ
デ
ル
を
多
様
化
し
、
森
林
計
画
制
度
や
税
制
体
系
の
検
討
を
含
め
、

長
期
的
な
森
林
資
源
造
成

・
管
理
の
展
望
を
得
る
べ
き
大
き
な
転
換
期

に
差
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
白
書
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
森
林
を
造
成
し
、
維
持
す
る
担
い
手
で
あ
る
山
村
の
崩
壊

を
い
か
に
く
い
と
め
る
か
の
対
策
が
功
を
奏
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

山
村
対
策
が
十
分
な
効
果
を
あ
げ
得
な
い
の
な
ら
、
や
は
り
森
林
を
育

て
、
木
材
を
生
産
す
る
産
業
と
し
て
の
林
業
が
独
自
に
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
の
よ
り
強
力
な
対
策
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
の
提
言

白
書
の
公
表
に
先
立
つ
三
月
、
大
物
財
界
人
が
名
を
連
ね
る
緑
化
推

み

E
り

進
委
員
会
の
二
十
一
世
紀
の
森
林
事
つ
く
り
委
員
会
が
、
「
二
十
一
世
紀

林山

な
っ

τ森
林
を
整
備
し
保
変
ず
る
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
森
林
の
育
成
管
理
は
圏
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
国
民
参
加
の
た
め
の
条
件
整
備
に
は
積
極
的
な
対
策
を
講
ず
べ
き

で
あ
る
。
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そ
の
条
件
整
備
と
は
、

山
村
の
林
業
者
の
自
主
的
努
力
促
進
の
た
め

の
林
道
等
の
生
産
基
盤
整
備
と
現
行
税
制
の
抜
本
的
見
直
し
を
は
か
る

等
経
営
基
盤
の
整
備
、
山
村
と
都
市
を
結
ぶ
道
路
網
の
整
備
、情
報
の
地

域
格
差
縮
小
の
た
め
の
通
信
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
都
市
近
郊
林
の

農
林
業
的
利
用
、生
活
環
境
林
と
し
て
の
整
備
管
理
の
促
進
、
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
参
加
に
よ
る
森
林
ゃ
つ
く
り
の
事
例
と
し
て
、
分
収

育
林
、
水
源
林
基
金
、
緑
の
基
金
、
緑
の
羽
根
募
金
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
、
保
安
林
管
理
協
議
会
、
学
校
林
、
特
別
町
民
制
、
市
町
村
交

流
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
今
後
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
課
題
と

し
て
、
国
民
へ
の
理
解
の
浸
透
、
情
報
の
活
用
、
指
導
者
の
確
保
、
資

金
の
調
達
、
企
画
・
運
営
の
改
善
、
P
R
活
動
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
全
体
的
な
企
画
、
調
整

を
は
か
り
、
活
動
し
う
る
民
間
レ
ペ
ル
の
中
核
的
な
体
制
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
同
時
に
、
国
等
に
よ
る
強
力
な
支
援
体
制
を
望
む
と
し
て

い
る
。
マ
ス
メ
デ
ア
の
活
動
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
那
山
内
つ
く
り
に
参
加
す
る
「
二
十
一
世
紀
の
森
林
ゃ
つ
く

り
運
動
」
を
広
く
国
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

策
定
中
の
回
全
総
の
重
要
検
討
課
題
に
「
森
林
と
国
土
管
理
L

が
あ

み
ど
り

へ
|
|
国
民
参
加
の
森
林
ゃ
つ
く
り
を
」
と
題
す
る
提
言
を
作
成
、

し
た
。
次
に
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
基
本
認
識
|
|
提
言
の
ね
ら
い
と
し
て
、
広
い
視
野
か
ら
国
土

の
基
盤
と
し
て
の
森
林
に
着
目
し
、
と
か
く
産
業
政
策
に
偏
り
が
ち
で

あ
っ
た
行
政
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
り
、
総
合
的
な
新
し
い
政
策

へ
と
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
森
林
の
育
成
管
理

に
は
、
林
業
者
・

山
村
の
人
び
と
の
自
覚
と
一
一
層
の
自
主
的
努
力
が
重

要
で
あ
る
が
、
ま
た
、
そ
の
努
力
の
み
に
依
存
し
て
出
来
る
も
の
で
は

な
い
と
の
認
識
に
立
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
森
林
を
自
分
の
も
の
と

し
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
可
能
な
方
法
で
森
林
*
つ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
こ
れ
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
推
進
し
う
る

体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
盛
り
上
が
る
国
民
的
関
心
を
組
織
化
し

山
村
に
導
入
し
て
、
森
林
・
山
村
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
に
重
点
を

お
い
て
提
言
を
ま
と
め
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
提
言
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
林
業
施
策
全
般
宕
含
む
も
の
だ

が
、

そ
の
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
へ
の
要
請
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
都
市
の
装
置
の
一
部
と
し
て
山
村
、
森
林
を
位
置
づ
け
、
一
体
的

に
整
備
し
保
全
す
る
体
制
の
確
立
を
強
調
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
即

ち
、
「
四
全
総
へ
の
要
請
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

森
林
を
国
土
の
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

森
林
の
管
理
を
国
土
政
策
の
基
本
に
す
え
、
行
政
の
枠
を
こ
え
て
総
合

的
に
検
討
し
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
山
村
と
都
市
が
一
体
と

公
表
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げ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
提
言
が
原
仇
λ
れ
ら
れ
、
多
様
な
林
業
々
山
村

の
活
性
化
の
方
策
を
通
じ
だ
生
産

・
生
活
の
た
め
の
条
件
整
備
を
行
う

こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
民
参
加
に
よ
る
森
林
ゃ
つ
く
り
の
た
め
に
、
新
し

い
森
林
管
理
組
織
の
形
成
等
の
新
し
い
発
想
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
ら
は
国
土
政
策
上
も
、
都

市
政
策
の
補
完
、
農
山
村
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
有
効
で
あ
る
と
言
う

の
で
あ
る
。

最
近
の
貿
易
摩
擦
や
円
高
で
輸
出
産
業
に
強
い
か
げ
り
が
み
え
、
都

市
再
開
発
と
唯
一
の
成
長
産
業
で
あ
り
第
四
次
産
業
と
言
わ
れ
る
観
光

産
業
に
経
済
運
営
の
重
点
が
か
か
っ
て
き
た
。
森
林
総
合
利
用
促
進
の

動
き
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

国
民
森
林
会
議
の
提
言

隅
谷
三
喜
男
氏
を
会
長
と
し
、
メ
ン
バ

ー
に
山
村
・
林
業
関
係
者
も

多
い
国
民
森
林
会
議
が
四
月
、
二
つ
の
提
言
を
発
表
し
た
。
「
森
林
の

中
に
明
日
が
あ
る
|
|
地
域
の
森
林
会
議
を
明
日
の
山
村
活
性
化
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
|
l
」
と
「
国
民
の
た
め
の
国
有
林
を
ー
ー
ー
地
域
に

根
ざ
し
た
公
益
性
の
追
求
を
提
言
す
る
l
l
」
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
を

紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
、
「
森
林
の
中
に
明
日
が
あ
る
」
で
は
、
現
在
の
山
村
の
危
機

は
、
森
林
の
価
値
を
戦
後
の
日
本
社
会
が
正
当
に
評
価
し
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
森
林
の
総
合
的
、
有
機
的
活
用
を
妨
げ
て
き
た
こ
と
と
、
山

村
危
機
の
深
ま
り
の
中
で
山
村
住
民
の
多
く
が
森
林
と
と
も
に
生
き
る
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気
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
い
ま
山
村
の
再
建
に
必
要
な

こ
と
は
、
生
き
て
い
る
資
源
と
し
て
の
森
林
と
人
聞
の
暮
ら
し
が
共
生

で
き
る
よ
う
な
新
し
い
山
村
社
会
の
創
造
で
あ
り
、
そ
れ
を
と
お
し
て

日
本
の
な
か
に
都
市
と
山
村
が
共
存
し
、
手
を
結
び
合
え
る
よ
う
な
重

層
的
、
多
元
的
な
社
会
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
山
村
住
民
自
身
が
生
き
て
い
る
資
源
と
し
て
の
森
林
を
活
用

し
な
が
ら
、
自
ら
の
手
で
新
し
い
仕
事
と
山
村
を
つ
く
っ
て
い
と
う
と

す
る
意
欲
と
気
概
宏
回
復
す
る
と
こ
ろ
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
。
と
同

時
に
、
都
市
市
民
は
山
村
を
単
に
自
然
の
残
っ
て
い
る
場
所
と
し
て
み

る
だ
け
で
な
く
、

山
村
住
民
の
仕
事
や
暮
ら
し
と
の
連
帯
を
、
行
政
は

山
村
の
管
理
か
ら
山
村
住
民
の
自
主
性
の
支
援
を
と
い
う
、
山
村
住

民
、
都
市
市
民
、
行
政
す
べ
て
の
面
で
の
発
想
の
切
り
換
え
が
、
こ
れ

か
ら
新
し
い
山
村
を
つ
く
り
出
し
℃
い
く
上
で
必
要
で
あ
る
。
森
林
と

山
村
活
性
化
の
視
点
に
た
っ
て
、
山
村
住
民
が
自
主
的
に
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
り
出
す
第
一
歩
と
し
て
、
山
村
住
民
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
森
林
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
活
動
を
自
主
的
に
計
画
、
調

整
す
る
、
地
域
の
「
森
林
会
議
」
を
設
け
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

「
森
林
会
議
」
は
森
林
の
経
営
や
労
働
で
生
活
す
る
人
々
を
中
心
に

し
な
が
ら
も
、
森
林
組
合
、
農
業
関
係
団
体
、
国
有
林
関
係
者
、
不
在

村
者
を
含
む
森
林
所
有
者
も
参
加
し
て
、
信
頼
し
合
い
、
協
調
し
合
い
、

地
域
的
な
連
帯
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
な
構
成
員
の
組
織
を
考
え
て

い
く
。
森
林
の
中
に
は
多
く
の
価
値
が
眠
っ
て
い
る
。
会
議
は
木
材
の

林山 a

生
産
、
流
通
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
森
林
及
び
そ
こ
に
棲
む
生

物
や
水
の
保
全
、
渓
谷
の
景
観
と
機
能
を
守
り
か
つ
活
用
す
る
方
法
、

農
林
生
産
物
の
供
給
や
保
養
、
観
光
ま
で
を
、
す
な
わ
ち
、
地
域
の
自

然
に
対
す
る
人
聞
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
幅
広
く
話
し
合
い
、
そ
こ

か
ら
多
様
な
山
村
の
仕
事
を
自
主
的
に
つ
く
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
心

掛
け
る
、
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

「
国
民
の
た
め
の
国
有
林
を
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
国

有
林
の
公
益
的
、
社
会
的
機
能
を
重
視
し
た
聞
か
れ
た
経
営
・
管
理
の

た
め
、
最
大
の
林
業
経
営
体
と
し
て
の
国
有
林
野
事
業
の
技
術
・
施
設

.
人
材
等
の
巨
大
な
蓄
積
を
地
域
社
会
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
国

有
林
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
有
林
野
事
業
の

分
権
化
と
地
域
林
業
へ
の
協
同
体
制
の
確
立
、
民
有
林
へ
の
積
極
的
協

力
と
低
位
利
用
林
地
の
有
効
活
用
、
森
林
の
総
合
的
利
用
の
促
進
、
農

業
的
利
用
へ
の
協
力
、
財
政
の
仕
組
み
の
改
革
を
提
言
し
て
い
る
の

で

あ
る
。
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こ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
団
体
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
言
が
み
ら
れ
る

が
、
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
最
後
に
、
諸
提
言
、
報
告
に
つ
い
て

の
筆
者
の
総
括
的
な
感
想
を
述
べ
、
本
稿
を
終
わ
る
こ
と
と
し
よ
う。

筆
者
は
や
は
り
、
地
域
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
の
産
業
の
あ
る
程
度
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
発
展
が
経
済
運
営
の
基
本
に
な
り
、
そ
の
と
と
が
森
林
の

適
切
な
管
理
を
結
果
し
、
文
化
・
文
明
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で

あ

る

。

(

東

京

大

学

農

学

部

教

授

)




